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クイナフェンス導入の背景クイナフェンス導入の背景

絶滅が危惧されるヤンバルクイナの輪禍対策の実践

【導入の背景】

■ヤンバルクイナは、近い将来、絶滅が危惧されている小動物であるが、近年、輪禍が多発。　

■平成１９年の輪禍件数は過去最悪の２３件となり、「やんばる地域ロードキル発生防止に関す　

　る連絡会議」から非常事態宣言が発令。

早急な輪禍対策が必要

【クイナフェンスの導入】

■ 「ヤンバルクイナと自動車が出会わない道路構造」の確立を目指し、ヤンバルクイナの道路侵

　入を防ぐ道路侵入防止柵（クイナフェンス）を設置し、手法確立のための設置試験を実施。

【ヤンバルクイナの交通事故発生件数】【ヤンバルクイナ非常事態宣言】
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①道路侵入防止柵

（クイナフェンス）

②道路下横断路

③その他の対策　　　　　　　　　　　

a）運転者への注意喚起　　　　　　

b)啓蒙活動　

クイナフェンス設置試験クイナフェンス設置試験

試験概要

「ヤンバルクイナと自動車が出会わない道路構造」の確立を目指し、以下の3つの対策を実施。

　　①道路侵入防止柵（クイナフェンス）の設置

　　②道路下横断路（暗渠）の設置

　　③その他の対策（運転者への注意喚起、啓蒙活動）

【ヤンバルクイナと自動車が出会わない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道路構造イメージ】

【クイナフェンスの設置】

【道路下横断路の内部】
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クイナフェンス設置試験クイナフェンス設置試験

試験結果

【対策の効果】

■フェンス設置後はヤンバルクイナの道路侵入が確認されず（設置前：１５０回⇒設置後：０回）、

　クイナフェンス設置によってヤンバルクイナの道路侵入を確実に防ぐことができた。

 

【クイナフェンス設置前後の道路侵入状況】

設置前

道路侵入回数：１５０回
（３箇所合計）

道路侵入回数：０回

 

4.7kmP 付近(宜名真)

2.0kmP 付近（奥）

3.3kmP 付近（奥・宜名真）
→予備地点 

【クイナフェンスの設置箇所】

 

ｸｲﾅﾌｪﾝｽ(黒ﾀｲﾌﾟ)

設置後

【今後の取り組み方針】　

■クイナフェンスの本格的な導入に向けて課題の解決を図りつつ設置試験を継続する。
■地域の子供達にクイナフェンス設置作業に参加してもらい、ヤンバルクイナ保護の取り組みを

体感することで道路や環境保護活動への理解と興味を深めてもらう。
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辺土名高校・奥小学校との協働によるクイナフェンスの設置辺土名高校・奥小学校との協働によるクイナフェンスの設置

■実施目的：『クイナフェンス設置』の活動などのエコロード事業を広く周知するとともに、当事務所
　　　　　　　が行っている環境保全への理解を促進し、その対策について考え、問題解決に協働
　　　　　　　で取り組むことを目的とする。

■実施日　 ：平成２０年３月４日（火）　１４：３０～１７：００

■実施内容：①奥小学校に集合：１４：３０～１５：００

　　　　　　　　②ヤンバルクイナの交通事故の現状と対策について学習：１５：００～１５：３０

　　　　　　　　③マイクロバスでクイナフェンス設置箇所まで移動：１５：３０～１５：４０

　　　　　　　　④クイナフェンス設置作業：１５：４０～１６：４０

　　　　　　　　⑤奥小学校へ移動・解散：１６：４０～１７：００　　　　

■場所　 ：国頭村奥小学校、クイナフェンス設置箇所（国頭村字奥）

■参加者 ：辺土名高校（生徒９名・引率１名）、奥小学校（生徒１２名・引率９名）、

　　　　　　 　北部国道事務所　など

（１）実施概要

【クイナフェンス設置作業の様子の例】 【クイナフェンス設置活動箇所平面図】
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辺土名高校・奥小学校との協働によるクイナフェンスの設置辺土名高校・奥小学校との協働によるクイナフェンスの設置

（２）スケジュール及び実施箇所

【スケジュール】

【実施箇所】

14:30

15:00

15:30

15:40

16:40

奥小学校に集合

ヤンバルクイナの交通事故の
現状と対策について学習

マイクロバスでクイナフェンス
設置箇所まで移動

クイナフェンス設置作業

マイクロバスで再び
奥小学校へ移動・解散

３月４日（火）

奥小学校

クイナフェンス設置箇所
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